








私共はかねてから透析患者の増加を憂い、その半減を願って腎臓病総合対策の確立を提言

している。今回私共は京都市並びにその周辺都市の公立小・中・高校の就学児童・生徒の

腎疾患罹患実態を調査し、その発症から現在に至るまでの経過を遡って追及し、遷延・慢

性化するまでの病状経過及びその悪化誘因等について検討を行うことにした。 

昭和 60 年 10 月 10 日に各学校に調査書を送り、各学校では把握されていた患者保護者に伝

えて各質問事項の記入を求め、11月 5 日に回収した。回答数 603 名について集計調査を行

うと共にこれまでの私共の疫学的調査結果との対比を加えてその概要をここに報告する。 


